
セミナーコース 対象者 受講後にできること 受講内容 時間 開催日 　　　　受講料

Entry Course
エントリーコース 蒸気の初心者

●蒸気が加熱媒体として使用されているのか
   を説明できる。
●蒸気システムに必要な主要機器を理解して   
   いる。 

『蒸気とは？』をテーマに、蒸気そのものを学びます。

●なぜ蒸気が加熱媒体として広く使われているのか
●蒸気機器とその役割
ワークショップ

半日
（午後、4 時間）

オンラインでも開催中
5000 円 + 税

（テキスト代込み）

SCL Course
SCL コース

蒸気システムに
責任がある方

●蒸気システム内で蒸気がどのように状態
  変化し働いているかが理解できている。
●蒸気システムにおける課題の根本原因が
  どこにあるかを理解し、解決の優先順位
  を判断することができる。 

蒸気システムを『つくる』『おくる』『つかう』『もどす』のループとして考え、このループに伴っ
た蒸気の変化を詳しく学びます。
 
●蒸気をつくる　-　ボイラだけでは完全じゃない。蒸気をつくるための関連プロセス
●蒸気をおくる　-　つくった蒸気を使いたい蒸気として理想的に送る方法
●蒸気をつかう　-　蒸気を効率的に使う方法。プロセスの変化と蒸気の変化
●蒸気をもどす　-　システムとして効率的に運用するための方法
 
ワークショップ　-　学んだ内容を実践

1 日
（6.5 時間）

2 万円 + 税　
（テキスト代、昼食代込み）

“The steam and condensate 
loop　効果的な
蒸気エンジニア
リングを目指す
すべての方々へ”　

（定価 2 万円）
を 1 冊プレゼント
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Steam Quality 
Course
蒸気の質コース

品質保証担当
工務担当
生産管理担当

●蒸気の質を理解し、システムや生産に関
  わるリスクを低減、または製品の品質を
  向上させるよう設計することができる
   

準備中 1 日
（6.5 時間）

2 万円 + 税　
（テキスト代、昼食代込み）

Energy Saving
Course
蒸気の省エネコース

省エネルギー
担当者
 

●蒸気システムにおける省エネポイントを
  理解し、どのような省エネが効果的であ
  るかを理解し、設計することができる。

蒸気システムをループとして捉えた『スチームバランス』を学びます。
 
●蒸気システムを知っている情報だけで可視化
●蒸気システムの省エネルギー方法
 
ワークショップ　-　学んだ内容を実践

1 日
（6.5 時間）

2 万円 + 税　
（テキスト代、昼食代込み）

Process Productivity
Course
蒸気の生産性コース

生産管理担当

●生産設備において、蒸気の理想的な使い
   方を理解し、生産性の最適化を行うこと
　ができる。 

準備中
1 日

（6.5 時間）
2 万円 + 税　

（テキスト代、昼食代込み）

Steam Design
Course
蒸気の設計コース

設備設計担当
エンジニアリング担当
プロジェクト担当

●蒸気システム全体を、よく理解し詳細の
  設計を自身で構築することができる。

準備中 1 日
（6.5 時間）

2 万円 + 税　
（テキスト代、昼食代込み）

スパイラックス・サーコの蒸気技術セミナー
感染症対策のため中止しておりました千葉県幕張での来社型セミナーを再開いたします。

レベルチェックテスト
SCL コースか Entry コースかどちらから受講しようか迷われている方へ
レベルチェックテストをご用意しました。
ぜひこちらで確認してみてください！（無記名ですのでお気軽にどうぞ）
https://forms.gle/fiLXwErW2snmUfAE8

お申込み
お申込みは参加希望日を記載の上、infojp@spiraxsarco.com にメールいただくか、担当営業にご連絡ください。

◆ SCL コース及びプラクティカルレベルの各コースは、初受講より 1 年間、再受講が可能です。
   （テキストはご持参ください。再受講料 3000 円のみ頂きます）
◆蒸気の質コース、蒸気の生産性コース、蒸気の設計コースについては開催未定です。
◆規定参加人数に達しない場合は、開催を中止することがございます。

スパイラックス・サーコ合同会社
M ＆ BD

t:043-274-4811
infojp@spiraxsarco.com


